
令和４年度社会教育関係事業計画及び令和３年度社会教育関係事業実施状況 資料１－１
（　所属　家庭・地域学びの課　）

事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

（生涯学習・青少年担当）

１ 生涯学習推進事業 (1)学習機会の提供
《公民館・交流センター》
・公民館・交流センターの利用者数は、440,537人で前年度と比較して3.1％
増加のほぼ横ばいであった。新型コロナウイルス感染症「まん延防止重点措
置」期間中の休館や感染症対策として収容人数を制限する期間があった。

 ・成人学校では、延べ320講座、42,400人が受講し、学びの機会を提供し
た。また、多くの人が参加できるよう夜間の講座や、様々な学習形態を工夫
して実施し、学びやすい環境の整備に努めた。新型コロナに関しては、令和
２年度のような学期の短縮などは行わなかったが、１月28日からの休館に伴
い途中終了となった講座がある。

 ・公民館・交流センターが主催する学級・講座では、地域との連携・交流な
ど工夫をこらした講座を開講し、延べ1,105講座、13,570人が受講した。地域
のニーズや課題に沿った講座の開催に努めた。

・第二次生涯学習推進計画に沿って、公民館・交流センター29館で、「家庭
の学び（親子学級）講座」、「地域の学び講座」、「フレイル予防講座」を実施
した。

《生涯学習センター》
・生涯学習センターの利用者数は、新型コロナウイルス感染症による影響が
あったものの、令和３年度は51,715人が利用し、前年度と比較して10.6％増
加した。
・生涯学習センター主催の講座は、全39講座の延べ1,118人の受講者が
あった。今後も市民の学習ニーズに応じた講座の開設を図り、広く周知する
ことにより、全市的な生涯学習の拠点施設としての役割を果たしていく。

令和４年度 事業計画

(1)学習機会の提供
《公民館・交流センター》
・公民館・交流センターが主催する一般講座、成人学校・教養講座を開講す
る。
・「家庭の学び（親子学級）講座」、「地域の学び講座」、「フレイル予防講座」の
充実を図る。

《生涯学習センター》
 ・主催講座（教えて常識塾、トイーゴセミナー、経済セミナー、フレイル予防講
座、地域人材育成講座、親子わくわくフェスタ等）の開講
 ・学会、各種総会等の場の提供
 ・市民及び企業の自主的学習講座の場の提供
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

(2)生涯学習情報の提供
《公民館・交流センター》
　市ホームページに学級・講座案内や実施した学級・講座の紹介を掲載し
情報の提供を行った。
　また、市ホームページだけでなくSNSを活用し学級・講座の情報提供を
行った。
 　広報誌の紙面を工夫し、地域に添った情報や公民館・交流センターの事
業紹介を行った。

《生涯学習センター》
　市民への学習情報の提供のため、情報誌「ながの生涯学習だより」を２回
発行した。また、市ホームページ「まなびぃのページ」に情報を掲載した。

(3)学習指導者の養成
・市内各地で指導可能な意欲ある多様な知識・経験を持つ市民にリーダー
として登録してもらい長野市生涯学習リーダーバンクの充実を図った。登録
者120人（重複登録有）

(4)成人祝賀事業
 ・夏の成人式では１館（大岡）、冬の成人式では25館が開催した。
 ※夏に開催予定であった３館（柳原、大豆島、信州新町）は、新型コロナウ
イルス感染症の影響により次年度へ延期した。

令和４年度 事業計画

(2)生涯学習情報の提供
《公民館・交流センター》
学級・講座の市ホームページへの掲載や広報誌発行

《生涯学習センター》
・市ホームページへの掲載や広報誌の発行

(3)学習指導者の養成
・長野市生涯学習リーダーバンクへの登録推進

(4)成人祝賀事業
 ・成人式の開催
　公民館・交流センターが地域の実情に合わせて計画、実施する。
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

(5)社会教育団体育成
・教育委員会が適当と認める社会教育団体に対し、社会教育等に関する事
業に要する経費として補助金を交付した。（実績は資料1-2のとおり）

(6)子どもの読書活動推進
・おひざで絵本事業
　絵本の贈呈に加え、絵本の選び方や読み聞かせ方のアドバイスを行うこと
で、絵本を通して子どもと関わりを持つことの大切さを保護者に啓発すること
ができた。
  　対象乳児 2,468人
  　絵本を配布した乳児 2,165人
  　配布率 87.7％

・子ども読書デーに合わせたイベント等の開催
　親子わくわくフェスタにおいて、市立図書館と共同で作成した「おすすめ本
紹介パンフレット」を配布した。また、市立図書館や公民館・交流センターに
おいて読み聞かせ会等を実施した。

(5)社会教育団体等育成
・社会教育等の振興のための社会教育事業に要する経費に対し、社会教育団
体へ補助金の交付を行う。
　

(6)子どもの読書活動推進
・おひざで絵本事業
　７～８か月児健康教室において、希望する絵本を贈呈する。

・子ども読書デーに合わせたイベント等の開催
　第三次長野市子ども読書活動推進計画に基づき、子ども読書デー（11月３
日）に合わせたイベント等を開催し、子どもの読書活動を推進する。
  　市政ラジオによる長野市子ども読書デーの普及、啓発を行う。
  　親子わくわくフェスタで市立図書館司書による推薦本の紹介パンフレット配
布する。

令和４年度 事業計画
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

２ 公民館の指定管理者
制度導入及び交流セン
ターの導入

・指定管理に移行した公民館（芋井・信更・若槻・更北・吉田・安茂里・川中
島町・芹田）、交流センター（篠ノ井）の指定管理者に対して、事業実施への
助言指導を行った。

・中条公民館について、交流センターへ移行した。（R3.4.26)

・交流センターに移行した３館（柳原・篠ノ井・小田切）について、利用状況
や課題の把握を実施したが、令和元年東日本台風による災害及び新型コロ
ナウイルス感染症の影響による休館や利用者減少により、検証が難しい。

（施設担当）

３ 公民館等施設整備
　事業

・公民館の投資的工事については、鬼無里公民館 機能移転に伴う改修工
事を実施。予定していた工事全てを実施した。
・長沼河川防災ステーション整備事業については、防犯対策工事を実施し
た。
・（仮称）豊野防災交流センター整備事業については、基本設計、地盤調
査、用地測量等の各業務委託を実施した。
・市立公民館・交流センターの老朽化が進み、改築、改修、修繕要望が増
加し、財源の捻出が課題となっている。

令和４年度 事業計画

(１)指定管理に移行した公民館（芋井・信更・若槻・更北・吉田・安茂里・川中島
町・芹田）、交流センター（篠ノ井）の指定管理者に対して、家庭・地域学びの
課の職員（社会教育主事等）による助言指導等を行う。

(２)試行的に交流センターに移行した５館(柳原・長沼・篠ノ井・小田切・中条）
の課題の把握を行う。
　（うち長沼交流センターは指定管理停止を継続する）

(1)公民館投資的工事
 ・古里総合市民センター長寿命化改修工事
 ・吉田公民館多目的ホール等空調設備更新工事 （６月補正予算）
(2)長沼河川防災ステーション整備事業
 ・地盤調査業務委託
(3)（仮称）豊野防災交流センター整備事業
 ・実施設計業務委託
 ・建設用地造成工事
 ・周辺道路整備工事
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

（生涯学習・青少年担当）

４ 青少年対策 　研修会参加者を市報、有線放送、関係他団体へのチラシ配布等で募集を
行った。
　また、工作技術の習得や関係団体との情報交換のために研修会を３回開
催した。
　地区への派遣を増やすため、単位PTAや補助金利用団体等へのチラシ
送付などＰＲ活動を行った。
　会員が減少の傾向にあるため、研修会一般参加者、関係団体等へチラシ
を配布しＰＲ活動を行った。

 ・研修会参加者　延べ44名
 ・地区派遣　10件

　子ども会事業を行うために必要な会議の仕方・計画の立て方の講義、
KYT(危険予知トレーニング)などを学ぶ研修会を開催した。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、地区への派遣をしていないた
め、イベントへの協力で広報活動を行い、異年齢交流が円滑にできるレクリ
エーション等について指導を行い、地区での子ども会リーダーの育成を促し
た。
　
 ・研修会参加者　延べ46名

　住民自治協議会の選択事務となっているため、全地区の参加となってい
ない。地区の情報交換の場、課題等について話し合いの場となっているが、
年々参加者が減っており、開催周知・内容の検討が必要である。
 ・第１回　５月15日（土）　34名参加
 ・第２回　11月27日（土）　50名参加
  

令和４年度 事業計画

(1)  成人指導者の養成・地区派遣
　成人指導者研修会
　子ども会活動に関心と興味をもち、既に活動している方又はこれから活動し
ようとする方を対象に開催する。

 ・実施予定回数　５回
 ・実施場所　吉田公民館　大豆島公民館

＜主な研修内容＞
 ・指導者の任務、がん具等工作物の製作技術の習得と指導方法
 ・情報交換等研究と指導者・技術の習得と指導方法
 ・講話(育成指導に関わる情報や技術等)

(2) シニア・ジュニアリーダー養成・地区派遣
　長野市子ども会リーダー研修会
　各地区子ども会の指導的なリーダーを養成することを目的とし、小学校４～６
年生、中学生、高校生を対象に子ども会リーダー研修会を実施する。

 ・実施回数　４回
 ・実施場所
　ふれあい福祉センター　３回
　青少年錬成センター　１回

(3) 青少年健全育成情報交換会
　各地区の青少年健全育成に関わる役員が活動状況・課題等について情報
交換を行い、地区活動の充実に努めるとともに、地域相互のつながりを深め
る。

 ・実施期日　５月、11月
 ・実施場所　ふれあい福祉センター
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

　青少年健全育成事業、少年育成センター事業の概要を説明し、青少年の
健全育成・保護育成に関することについて審議した。

 ・第１回　令和３年７月14日（水）
 ・第２回　新型コロナウイルスの感染状況により中止

　49名の参加者で実施した。子どもたちは、担当班の役割を果たしながら、
普段と違った環境の中で集団生活を体験した。
　
 ・８月６日（金）　日帰りで実施

５ 青少年育成環境整備  ※新型コロナウイルス感染症の影響により中止

　児童・生徒の夏休み時に依頼している。新型コロナウイルス感染症による
小・中学校の休校の関係で前年度の令和２年度は作品コンクールは中止と
なったため、令和３年度の応募数は減った。

令和４年度 事業計画

(4) 青少年健全育成審議会
　青少年健全育成に関しての企画や立案、政策の決定などの過程で、広く市
民の意見や専門的な知識を反映させるために開催する。

 ・実施期日　７月、１月

(5) 子どもキャンプの開催
　子どもたちが、豊かな自然の中での活動を通して、心身を鍛え、豊かな人間
性を育む機会を提供する。

 ・８月５日（金）　日帰りで実施

(1) 青少年健全育成フェスティバル
  家庭・学校・地域が連携しながら、それぞれの役割を果たし、青少年の健全
育成を図ることを目的に、10月の「長野市青少年健全育成環境浄化強調月
間」に合わせて開催するもの
　また、青少年健全育成作品コンクール作品受賞者の表彰を行う。

(2) 青少年健全育成作品コンクール標語・作文・ポスターの募集
　児童・生徒から青少年の健全育成に係る標語・作文・ポスターを募集し、優秀
作品を公開、展示することにより、児童・生徒や広く一般市民の青少年健全育
成に対する意識を高める。
 ・健全育成部門
 ・家庭の日部門
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

６ 少年育成センター
　運営

　コンビニエンスストア、書店、ビデオ（DVD）レンタル店等を巡回し、長野市
青少年保護育成条例の周知・徹底を図った。

　・延べ　189か所

　・電話・来所による相談　11件

　・委員会は年４回開催し、生徒指導事例を持ち寄って、意見交換や協議を
重ねた。発表の機会である研修会がコロナ禍で中止となることが多かった
が、少年相談連絡会で発表することができた。

　・少年相談連絡会（年２回開催予定）は１回開催することができた。関係機
関の視察・研修は、新型コロナウィルス感染症の影響により中止とした。今後
の活動に向けて、２月にそれぞれの機関の活動、課題や次年度への要望に
ついてアンケートを実施した。

　・「育成センターだより」は、年３回（７月、11月、３月）、「事業計画の概要と
育成活動のあゆみ」は、６月に作成、配布した。
　・出前講座は、コロナ禍ではあったが、回数は31回と前年より７回増えた。
小・中学校に加え、特別支援学校、住民自治協議会や教員の研修会などを
対象に、幅広く実施することができた。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、少年育成センター主催の「巡回
指導・環境浄化活動に関する研修会」は、広い会場で感染対策をして実施
し、長水校長会と共催の「生徒指導学校関係者合同研修会」は、対象者が
120人余と多いため中止とした。

令和４年度 事業計画

(1) 巡回指導活動
　不良行為少年の早期発見・指導はじめ、青少年の非行・被害を防止する。
　・中心街・地区巡回指導の実施
　・一日少年育成委員の巡回指導の実施
　・学校少年育成委員の巡回指導の実施
　・有害図書類取扱店舗等への立入調査

(2) 少年相談活動
　本人や家庭、学校や地域等から寄せられる青少年の悩みや非行・被害、生
活上の問題などに関わる相談に対応する。
　・少年相談専門委員会
　小・中・高校から選出された７名の教諭で構成し、各校の生徒指導に資する
ため、事例研究を介して、生徒指導の在り方や方法、専門機関との連携を踏ま
えた少年相談の研究を主に行う。
　・少年相談連絡会
　少年相談に関わる16の機関で構成し、相談者に対する指導・支援の具体的
なあり方や各機関の役割・機能について情報交換し、連携を図る。

(3)　広報・啓発活動
　市民の意識や関心を高めるために、関係諸機関・諸団体等と連携を図りなが
ら実施する。
　・「育成センターだより」、「事業計画の概要と育成活動のあゆみ」の作成、配
布
　・出前講座
　ネット・ゲーム依存も含めて、ネットトラブル犯罪被害防止のため、小・中学
校、PTA、住民自治協議会などを対象とした出前講座利用を進め、周知と内容
の充実を図る。

(4)　研修活動
　地域の青少年健全育成関係者による巡回指導活動などが、より適切に行わ
れるために実施する。
　・「巡回指導・環境浄化活動に関する研修会」
　・「生徒指導学校関係者合同研修会」
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

７ 青少年団体育成
　補助金

　地区の子ども体験事業の実施に際して役割を果たしている。長野市全域
の育成会、住民自治協議会等の利用を目指しているが、地区育成会等の
役員が1年で交代になることが多く、補助金を知らないケースがあるため、引
き続きPR活動を行う必要がある。

 ・交付申請件数　26件　1,072,000円

８ 家庭教育力向上 　小・中学校PTA組織による家庭教育研修会を開催した５校に助成を行っ
た。助成金事業については毎年行っている長野市PTA連合会、長野市校長
会、教頭会での趣旨説明のほか、更にPR活動を行う必要がある。

 ・助成件数　５校　50,000円

　親子学級を実施した市立公民館・市交流センター

 ・27館　実施回数205回
 ・参加者数　3,900人

　家庭教育講座

 ・市内８保健センターで実施　111回　1,923組

 ５月に各小・中学校の校長あて通知し、新小・中学１年生へ配布した。配布
に際しては、家庭内の目につく場所に貼っていただき、実践していただくよう
併せて依頼した。

(4)「長野市大人と子どもの心得八か条」家庭用版を新小学１年生、新中学１年
生に配布する。
　また、学級内掲示用にA２判ポスターも作成し、教室内でも実践してもらう。

令和４年度 事業計画

(1) 事業補助金
　青少年育成を目的にしている市内団体に対し、事業活動の補助金を交付す
ることにより、健全育成の側面から推進をお願いするもの。
　住民自治協議会への訪問を通じ、事業補助金の周知を図る。

 ・子どもわくわく体験事業補助金

(1) 家庭教育力向上事業
　長野市教育振興基本計画の「家庭の教育力向上」を目指す。
　小・中学校PTA組織による家庭教育研修会の実施に当たり、１校10,000円の
助成を行うもの

(2) 家庭教育力向上講座
　市立公民館・市交流センターにおいて、親子を対象とした「親子学級」を実施
する。

(3) 家庭教育講座（乳幼児を持つ保護者向け）
　保健センターで実施される７～８か月児健康教室において、啓発パンフレット
を配布し、保健師が解説を加える（保健所健康課連携事業）。
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

９ 青少年錬成センタ
　ー管理運営・施設
　整備

　開所から30年以上経過しており、施設の老朽化が課題である。令和３年度
は新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者が大幅に減少している。
感染症対策を講じた上で、徐々に利用者確保に努めていく必要がある。
 
 ・令和３年度　利用者数　1,827人
　本館　1,827人
　分館　0人

10 少年科学センター
　管理運営・施設
　整備

　最終年度となった令和３年度は新型コロナウイルスまん延防止等重点措置
の適用に伴い、令和４年１月28日から３月６日まで休館となったが、前年度
（40,482人）を上回る61,898人の来場があった。

 ・令和３年度入館者数　61,898人
 ・令和３年度展示物更新件数　０件
 ・令和３年度展示物改修件数　０件

令和４年度 事業計画

　屋内、屋外での活動を通して、明るく、たくましい、心身ともに健全な青少年
の育成を図ることを目的に昭和57年４月開所。
　平成13年５月、小田切小学校閉校に伴い、後利用として錬成センター分館と
して開所。

　令和４年３月31日をもって閉館した。
　今後は、（仮称）こども館の所管課となる公園緑地課と協議を行いながら、ス
ムーズな移行に向けて取り組んでいく。
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（　所属　長野図書館、南部図書館　）

事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

（図書館）

１ 資料収集等 ・令和３年度資料購入冊数
【長野図書館】
　14,563冊(うち視聴覚資料 141点）
・令和３年度末蔵書数　　　691,726冊 (うち視聴覚資料10,805点）
・令和３度利用状況
　  貸出利用者数　166,461人（前年度比 7,992人増）
　  貸出冊数 　 　840,461冊（前年度比 45,291冊増）

【南部図書館】
・資料購入冊数 15,517冊
・令和３年度末蔵書数　　　391,136冊
・令和３度利用状況
 　　貸出利用者数 134,150人（前年度比 4,455人増）
 　　貸出冊数 　　645,989冊（前年度比 25,068冊増）

２ 移動図書館等 【南部図書館】
・移動図書館 開設場所や開設時間の変更等を必要に応じ実施した。
・市民文庫 相手方施設等の要望などを踏まえ、巡回場所の見直しを随時実
施した。
※貸出利用者数及び貸出冊数は、上記利用状況に含まれる。

令和４年度 事業計画

資料購入
【長野図書館】
・図 書 資 料　 14,500冊
・視聴覚資料（CD・DVD）   200点
・新聞・雑誌

【南部図書館】
 ・図書資料 15,000冊
  （本館、移動、分室、市民文庫）
 ・新聞、雑誌

電子図書館（新規事業）８月５日サービス開始予定
・市町村と県による協働電子図書館「愛称：デジとしょ信州」
・パソコン、スマートフォン、タブレットで読める電子書籍の貸出サービス
・オープン時のコンテンツ予定数　18,000点
・１人１回の貸出につき、７日間、２冊まで

【南部図書館】
・移動図書館 ３台の移動図書館車により、市内91箇所を20コースに分けて巡
回・貸出
・分室 28分室(市立公民館・交流センター)へ随時配本
・市民文庫 市内32箇所の福祉施設や地域文庫等を２か月に一度巡回・貸出

・新型コロナウイルス感染症対策として、1/28～3/6まで臨時休館
　休館中は臨時窓口を設置し、予約本のみ貸出を実施。期間後半から、子
ども向けの絵本や本などを５冊セットにした「おたのしみセット」「本の福袋」に
よる貸出も実施。
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

２ 障害者ライブラ
   リー

【長野図書館】
・貸出利用者数　　　2,134人
・貸出タイトル数　　　4,003タイトル
・令和３年度末蔵書数　4,459タイトル
・録音・点字図書製作　78タイトル
・対面朗読　75回

３ 行事・催し物等 【長野図書館】
・おはなし会　　　80回開催　910人
・お楽しみ会等　　３回開催　149人
・読書感想画展応募　　　　143点
・除籍本雑誌等のリサイクル市(新型コロナのため次年度に延期）
・映画上映会　35人（新型コロナで４回だけの開催）
・読みがたりボランティア養成講座　24人受講
　（全５回シリーズを予定したが、新型コロナのため２回目で中断）
・大人のためのおはなし会　１回開催　25人

【南部図書館】
・各行事、催し物の参加者数等
 (1)あかちゃんのおはなし会
　　６回、親・子計182人参加
 (2)おはなし会
　　20回、親・子計230人参加
 (3)たんぽぽこども会 　　19人
 (4)夏休みこども会　　　 87人
 (5)南部図書館まつり　2,114人
 (6)クリスマスこども会  155人
読み聞かせ講座
（7）初心者講座　16人
（8）中級講座　コロナにより中止

４ 図書館協議会 ・令和３年７月16日開催。２月はコロナにより対面による開催を中止し書面開
催とした。令和２年度事業の報告や、令和３年度事業の計画などに意見をい
ただいた。

令和４年度 事業計画

【長野図書館】
・視覚障害者等への録音図書､点字図書の貸出
・対面朗読
・録音図書､点字図書の製作
・サピエへの点字図書（データ）、デイジー図書（目録）の登録及び利用の促進
※サピエは点字・録音図書の全国ネットワーク、長野市はH22年度から登録開
始

【長野図書館】
(1) おはなし会（絵本の読み聞かせ､紙芝居､折り紙等）
　　　毎週水曜日　午後３時～３時30分
　　　毎週土曜日　午後２時30分～３時
　　　毎週日曜日　午前11時～11時30分
(2) お楽しみ会（人形劇、絵本の読みがたり、パネルシアター、工作等）
　　　なのはなお楽しみ会　　５月
　　　たなばたお楽しみ会　　７月
　　　おはなしカーニバル　　10月
      クリスマスお楽しみ会　12月
　　　節分お楽しみ会　　　　１月
(3) 除籍本雑誌等リサイクル市
(4) 映画上映会の開催（毎月第２・第４土曜日）
(5) 読みがたりボランティア養成講座(全５回シリーズ）
(6) 大人のためのおはなし会（年３回予定）

【南部図書館】
(1) おはなし会の開催
　　　あかちゃんのおはなし会　第一水曜日 午後１時30分～午後２時
　　　子ども向けおはなし会　　第二～第五水曜日 午前11時～11時30分
(2) こども会等の開催
　　　たんぽぽこども会　 ５月
　　　夏休みこども会　　 ７月
　　　南部図書館まつり　 10月
　　　クリスマスこども会 12月
(3) 読み聞かせ講座の開催
　　　初心者講座　　　　 １月
　　　中級講座　         ２月

　図書館法第14条第１項の規定を受け、長野市立図書館条例第６条により設
置。年２回開催（７月、２月）（主務：南部）
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

 ５　その他 ・国立国会図書館レファレンス協同データベース登録数953
・青少年・高齢者向け企画コーナーの設置

・長野地域連携中枢都市圏内７市町村の登録者数1,654人、利用者数
5,653人、貸出冊数27,762冊あり、図書館資料の有効活用と利用者の利便
性を図った。
・調べ方案内（パスファインダー）　合計64テーマ【長野図書館】
・職場体験、社会見学、インターンシップ（新型コロナで受入一部中止）
　【長野図書館】７校　合計13人
　【南部図書館】５機関（校）　合計８人

・土・日・祝日、学校の長期休みにあわせて学習室の開放を行った。（新型コ
ロナによる休館中を除く）

令和４年度 事業計画

(1)蔵書点検整理・館内整理：
　【長野図書館】６月１日～13日
　【南部図書館】６月22日～７月４日
　・毎月１回　図書整理
(2)レファレンス事例の公開
　　国立国会図書館が運営する協同データベース事業へレファレンス事例の
登録を継続して行い、利用の拡大を図る。
(3)音楽配信
 　インターネットの配信サイト(ナクソスミュージックライブラリー)を利用
 　ID/パスワードの貸出
(4)データベースの館内端末での閲覧等
　（国立国会図書館デジタル化資料送信サービス、官報情報検索サービス、現
行法規検索サービス、信濃毎日新聞データベース）
(5)青少年向け、高齢者向け、今月のテーマ本等の企画コーナー

(6)図書館資料の広域貸出
　　長野地域連携中枢都市圏内７市町村との相互利用
(7)「調べ方案内（ﾊﾟｽﾌｧｲﾝﾀﾞｰ）」の発行
　　年間２～４回程度を予定
(8)職業体験実習等の受入れ
(9)学校図書館への支援
(10)図書館職員おすすめ本の紹介
(11)広報活動
　　広報ながの、ホームページ、地域新聞等による情報発信
　　【長野図書館】館報「魯桃桜」、子供向け館報「ふれあい」
　　　　　　　　　を毎月発行
(12)学習室の開放
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（所属　文化財課）

事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

（文化財保護担当）

１ 文化財の整備

〇史跡松代城跡保存整備に関しては、第２期整備計画に基づき、外
周園路工事や太鼓門前橋外整備工事実施設計等を進めると共に、史
跡周辺整備についても協議調整を進めた。

〇遺構復元整備ゾーンにおいて、186号墳の保存整備工事、185号墳
の樹木伐採、172号墳の実施設計を行い、整備専門家会議は書面によ
るやり取りにて実施した。
〇アクセス道路整備は、予定路線の地盤状況を確認するための土質
調査を実施した。

２ 歴史的まちなみの
保存・活用

〇所有者が実施した建造物の修理事業に対し補助金を交付するとと
もに、防災計画を策定した。
・令和３年度実績（40,021千円）：修理事業補助１件

〇善光寺周辺伝統的建造物群保存予定地区調査に関しては、引き続
き住民と関係機関等の調整を進める。

　地域の歴史や文化を物語る代表的な文化財について、保存・活用のた
めの整備等を計画的に進める。

○史跡松代城跡保存整備
・事業期間：平成27～令和8年度
・令和４年度事業（86,081千円）：太鼓門前橋外整備工事、外周園路工
事、石垣測量調査の実施等

令和４年度 事業計画

○善光寺周辺伝統的建造物群保存予定地区調査
・事業期間：平成16年度～
・令和４年度事業（671千円）：保存予定地区調査、住民及び関係機関
との協議調整

〇大室古墳群保存整備事業
国史跡大室古墳群の古墳とそれを取り巻く環境を保全し、公開の場とし
て活用することを目的として史跡整備を実施する事業
・事業期間：平成９年度～平成25年度（エントランスゾーン）
            平成26年度～令和10年度予定（遺構復元整備ゾーン）
・令和４年度事業（32,006千円）：古墳２基の保存整備工事、 整備専
門家会議の開催、アクセス道路整備（路線測量）

　地域固有の歴史的まちなみなどの環境を保存し、まちづくりの中で活
用するための整備支援及び調査を進める。

○戸隠伝統的建造物群保存地区整備
・事業期間：平成29年～
・令和４年度事業（56,030千円）：修理・修景・復旧事業補助６件、防
災設備工事の実施設計
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

３ 文化財所有者への
支援

〇所有者が実施した保護活動等事業に対して指導・助言を行い、助
成した。
(令和３年度実績)
・善光寺関係　：11,428千円（２件）
・真田信之霊屋：10,800千円
・戸隠神社奥社：519千円
・修復・復元　：65千円（1件）
・無形文化財　：208千円（7件）
・環境整備　　：843千円（39件）
・保護育成団体：100千円（1件）

４ 文化財の保存・活
用

〇「長野市文化財保存活用地域計画」の策定
・事務局内のWGで計画策定に向けた調査及びスケジュールなどを検
討した。
・第１回長野市文化財保存活用地域計画協議会を開催し、計画策定
のスケジュールや策定の体制など、今後の方向性について確認を
行った。

　市内文化財の保存・活用を推進するため、補助金交付等により文化財
所有者などの保護活動を支援する。

令和４年度 事業計画

〇国宝善光寺本堂ほか防災施設事業
・防災施設事業：令和２～５年度
○重要文化財真田信之霊屋ほか保存修理事業
・事業期間：令和２～４年度
○県戸隠神社奥社社叢保存活用計画策定事業
・事業期間：平成30～令和４年度
○指定文化財修復・復元補助金
○無形文化財保護補助金
○指定文化財環境整備事業等補助金
○文化財保護育成団体補助金

　文化財保護法の改正（平成31年４月）に基づき、地域社会全体で文化
財の継承に取り組むため、文化財の保存及び活用に関する総合的な計画
を作成し、国に認定を申請する。

○「長野市文化財保存活用地域計画」の策定
・計画策定事業期間：令和３～５年度、令和６年度計画認定（予定）
・既存調査の整理、現状追跡調査、追加調査、歴史ストーリーの作成等
・文化財の保存・活用に関する現状の洗い出しと、課題の抽出
・長野市文化財保存活用地域計画協議会の開催
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（所属　文化財課 埋蔵文化財センター）

事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

（調査担当）

１ 埋蔵文化財発掘
  調査受託事業

〇発掘調査７件（受託２・市施行５）、整理調査８件（受託５・市
施行３）を実施したほか、発掘調査報告書５冊（第162～166集）を
刊行した。
〇発掘調査現場での現地説明会や見学会等の公開を目指している
が、安全確保や本体工事との調整等の課題があり、一般公開は難し
くなっている。
〇発掘調査の進捗状況を現場付近に掲示したり、ＨＰやブログ等の
インターネットに概要を掲載するなどを行い、概ね好評を得てい
る。
〇出土した埋蔵文化財等を収蔵している旧小田切中学校施設の収容
力が限界に達しており、新たな収蔵施設の確保が必要である。

２ 埋蔵文化財発掘
　調査市施行事業

３ 埋蔵文化財分布
　調査

〇試掘調査36件、工事立会い113件を実施し、その成果に基づいて遺
跡地図情報システムのデータ更新を行った。

令和４年度 事業計画

　国・県の公共事業や民間宅地造成等の建設土木工事によって破壊され
る埋蔵文化財を対象とし、記録保存のための発掘調査を受託して実施す
る事業
〇 発掘調査
・清水原古墳群（農地基盤整備）　７月～
・宮崎遺跡（土地改良）　11月～
・川田条里遺跡（県道改良)　10月～
・松代城下町跡（国道交差点改良）７月～
・中越遺跡（建物移転新築)　８月～
〇 整理調査
・松代城下町跡（金融機関支店改築）
・屋地遺跡（集合住宅建築）

　市が施行する建設土木工事によって破壊される埋蔵文化財を対象と
し、記録保存のための発掘調査を実施する事業
〇 発掘調査
・松原遺跡（薪引堰改修）　６月～
・和田塚本遺跡群（市道改良）　７月～
・篠ノ井南条遺跡（川中島幹線）　６月～
〇 整理調査
・長野遺跡群（道路改良）
・塩崎遺跡群（道路改良）
・財又遺跡（道路改良）

　分布調査や現地踏査、開発事業に先立って試掘調査や工事立会を実施
し、以後の保護協議に供するとともに、遺跡地図の精度向上を図る事業
〇開発行為等に係る確認調査（各遺跡で随時実施）、試掘調査、工事立
会を随時実施
〇遺跡地図情報システム（GIS）の整備充実（汎用GIS・公開GISを随時
更新、遺跡台帳の更新）
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

４ 普及公開事業 〇公民館や学校等への講演会・体験教室への講師派遣した。発掘調
査速報展では松代城下町跡で出土した恩田木工の木簡を展示した。
〇埋蔵文化財を活用し効率よく継続的に普及公開を行い、地域の歴
史に対する市民の関心を高めるとともに、埋蔵文化財保護を推進す
る必要がある。

令和４年度 事業計画

　発掘調査成果の展示会や講座等を開催し、埋蔵文化財に関する市民の
認識と関心をより一層深めてもらうための事業
〇発掘調査速報展（発掘調査成果の即時公開を目的に、地域と連携しな
がら実施）
〇常設展示・出張展示（博物館や公民館などの関連施設で展示協力。事
務室前に展示コーナーを開設）
〇発掘調査現地説明会（発掘調査現場の諸条件を鑑み、安全に配慮しな
がら実施）
〇体験学習受入れ（小・中学校や市立長野高校との連携を深めながら実
施）
〇講師派遣・授業支援（学校、育成会、公民館、老人福祉施設等での講
座へ随時派遣、原始・古代の歴史講座、勾玉作り教室、火おこし体験な
ど）
〇インターネット（文化財データベースの公開、発掘調査情報などブロ
グの更新）
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（所属　文化財課 松代文化施設等管理事務所）

事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

１ 常設展示事業 ○４月８日に旧横田家住宅がリニューアルオープンした。
○９月３日～９月12日、１月18日～３月６日まで、新型コロナウィ
ルス感染拡大防止措置により全館休館した。開館中は、各施設コロ
ナ対策を徹底し、公開・活用を行った。
〇年間入場者数
・真田宝物館　：20,494人
・象山記念館　： 2,512人
・真　田　邸　：22,184人
・文武学校 　 ：18,500人
・旧横田家住宅： 3,004人

２ 特別展示事業 〇特別展「松代焼－ふるさとに根付くやきもの－」を実施
・期間：７月21日～10月11日
・記念講演会：「北信の名陶　松代焼」
・講師：仲野泰裕氏（元愛知県陶磁美術館副館長）
・会場：サンホールまつしろ　参加者32人
〇ギャラリートーク(担当学芸員による展　示解説)４回実施　参加
者合計86人
〇図録：「松代焼」発行1,000部

○真田宝物館常設展：真田家の歴史と文化（年４回展示替え）
○象山記念館常設展：佐久間象山とその時代（年４回展示替え）
○真田邸・文武学校・旧横田家住宅の公開（有料施設）
○松代城跡・旧松代藩鐘楼の公開（無料施設）
○山寺常山邸・旧樋口家住宅・旧前島家住宅の公開（運営・管理委託事
業）
○寺町商家の公開（指定管理者による管理・運営）

○真田宝物館特別展「真田信之」
・期間：１期　７月２日～８月22日
　　　　２期　８月24日～10月17日
　　　　３期　10月19日～12月19日
・リレー講演会
        7月23日（土） 藤井茂樹氏 （群馬県文化財保護指導委員）
       10月 1日（土） 黒田基樹氏 （駿河台大学教授）
       11月12日（土） 14時～  丸島和洋氏（東京都市大学助教授）
・ワークショップ　軍配うちわをつくろう　７月９日　先着10人
・花押のストラップてをつくろう　　　　　９月10日　先着20人
・折り紙で刀を折ってみよう　　　　　　　10月29日　先着20人
・折り紙でかぶとを折ってみよう　　　　　11月26日　先着20人
・ギャラリートーク：７月２日・６日、８月24日・27日、10月19日・22
日、
　　　　　　　　　　午前10時からと11時からの２回
・図録等の発行「真田信之」

令和４年度 事業計画

17



事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

３ 企画展 ○真田宝物館企画展「松代藩士－屋敷・由緒・仕事－」
（旧横田家住宅オープン関連企画）
・期間：４月７日～７月19日
○真田宝物館「昔の松代をのぞいてみよう」
・期間：10月13日～令和４年１月17日
○真田宝物館「松代藩士の刀剣」
・期間：令和４年１月19日～４月11日

４ 教育・普及事業 〇子ども博物館事業
・甲冑レプリカ着用体験
・ぶんぶんごま、切り絵体験等のワークショップ
・真田宝物館チャレンジクイズ
・小中学校支援事業：６件
〇初めての古文書：登録人数24人
　概ね月１回実施
〇博物館実習生の受入れ：２人
〇職場体験などの受入れ：５人
〇文化施設の活用
・真田邸など：合計409件
〇資料の特別貸出：９件　50点
〇収蔵資料の特別利用
・資料調査や写真掲載、映画撮影など：年間107件

５ 収蔵資料の維持・
管理

〇資料修繕
・アメリカ使節ペリー画像などの修繕
〇刀剣手入れ、研磨
〇収蔵庫の燻蒸及び展示室等の環境調査
〇館蔵資料の整理：旧横田家、山寺家ほか
〇収蔵品データベース登録：193件

令和４年度 事業計画

○真田宝物館企画展「真田家　松代に入る」
・期間：４月13日～６月26日
・ギャラリートーク：４月13日、16日　いずれも10時、11時から２回
〇真田宝物館「学芸員の推し活－真田宝物館名品展－」
・期間：12月21日～令和５年４月10日
・ギャラリートーク：12月21日、24日　いずれも10時、11時から２回

○子ども博物館事業
・「真田宝物館チャレンジクイズ」展示資料のクイズに挑戦
・小中学校支援事業：学校のカリキュラムに合わせた展示解説、ワーク
ショップなど
〇初めての古文書：月1回
・国文学研究資料館との共同研究活動「地方創生によるアーカイブズの
保全・活用システム構築に関する研究」
〇博物館実習生の受入れ及び職場体験等の受入れ
〇文化施設の活用
・真田邸、旧文武学校などの各施設の活用事業
〇資料の特別貸出
・真田宝物館などの館蔵資料の他館への貸出
〇収蔵資料の特別利用
・収蔵資料の調査、研究、出版物への掲載、映画撮影など

〇資料修繕
〇刀剣手入れ
〇収蔵庫の燻蒸及び展示室等の環境調査
・収蔵庫や土蔵の燻蒸及び展示室などの環境調査、害虫駆除
〇館蔵資料の整理
〇収蔵品データベース化作業とシステムへの登録
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

６ ボランティア活動
推進

○令和３年度案内人数：3,573人
〇令和３年度ボランティア活動：総人数4,420人
〇社会教育関係団体補助：1,998千円
　（1件）
※新型コロナ感染拡大にともなう活動の自粛を行った。

７ 調査・研究事業 〇基幹調査：国文学研究資料館蔵の真田家文書の調査
〇地域連携調査：玉依比売命神社調査
〇博学連携調査：「地方創生によるアーカイブズの保全・活用シス
テム構築に関する研究」　国文学研究資料館
〇長野市災害復興支援事業：民間所在資料レスキュー
〇真田連句を読む会への協力
〇職員研修：長野県博物館協議会、川崎市民ミュージアム、古文書
修復ワークショップ

８ 定期刊行物 ○紀要（「松代」35号）、六連銭（だより45、46号）、「殿様は俳
諧がお好き」等の刊行

９ 無料開放日 ○毎週土曜日（子ども日ウェルカムデー）、５月５日(こどもの日）
○入館者全員無料　９月20日(敬老の日)、 11月３日(文化の日）

〇真田宝物館他の展示ガイド
〇真田邸３番土蔵での体験活動：土蔵で紋切り遊びなど昔の遊び等体験
活動
〇旧白井家表門でのガイド活動
〇子ども向けブックレット作成事業：『こども松代見てあるき』の調
査・編集
〇襖の下張文書の整理作業：真田邸などの襖の下張りを剥し・整理・解
読作業
〇真田宝物館であそぼ、雛かざりなど各種連携活動

令和４年度 事業計画

〇特別展、企画展の資料調査
〇基幹調査：国文学研究資料館蔵の真田家文書の調査
〇地域連携調査：玉依比売命神社調査
〇博学連携調査
・「地方協創によるアーカイブズの保全・活用システム構築に関する研
究」国文学研究資料館
〇長野市災害復興支援事業：民間所在資料レスキュー
〇真田連句を読む会への協力
〇職員研修：長野県博物館協議会、長野県史料保存活用連絡協議会他

○紀要・年報（「松代」）、六連銭（だより）、真田宝物館収蔵品目録
等の刊行

○毎週土曜日（子ども日ウェルカムデー）　５月５日(こどもの日）
○入館者全員無料　９月19日(敬老の日) 　 11月３日(文化の日）
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（　所属　博物館　）

事業計画（令和４年11月１日～令和５年３月31日） 事業計画（令和４年４月１日～10月31日）

１ 常設展示事業 ・主要事業である特別展・企画展は市民ニーズを考慮して内容の充実を図
り以下の展示を実施した。

２ 特別展示事業 ○企画展
「煌びやかなお嫁入り　信濃の大名道
具」
　９月23日（金・祝）～11月20日（日）
「長野県の天文文化～日本初の市民
天文同好会から100年～」
　令和５年２月４日（土）～４月10日
（日）

○特別展
「御開帳　めくるめく　ミル　ミラレル　ミ
セル」
　4月23日（土）～6月29日（水）
○企画展
「地獄　あの世のイメージ」
　７月23日（土）～８月28日（日）

【長野市立博物館本館】
○特別展
「信州ゆかりの作仏聖―弾誓派から円空・木喰へ―」
○企画展
「THE　EXPO善光寺2021～甲信越戦国物語～」「千曲川の魚とり」「川中島
合戦の光彩」「長野の燃える水」「地域の宝を救え！今も続くレスキュー活
動」
　

【戸隠地質化石博物館】
○企画展
秋の企画展
「河原の石ころ～石ころから見る大地
の生い立ち」
　９月17日（土）～11月27日（日）

【戸隠地質化石博物館】
○企画展
春の企画展
「わくわくドキドキ理科室たんけん！」
　３月19日（土）～６月５日（日）
夏の企画展
「海だった長野からはクジラの化石も見
つかるので現生クジラの標本も集めて
みた」
　７月16日(土)～８月28日(日)

【戸隠地質化石博物館】
○企画展
　春の企画展「戸隠の森のヒミツ1～奥社の杉並木～」
　夏の企画展「戸隠の森のヒミツ2～森にすむ生き物たち～」
　秋の企画展「戸隠の森のヒミツ3～外来種や絶滅危惧種～」

事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）
令和４年度 事業計画

○長野市立博物館本館：長野盆地の歴史と生活を主題に各分野資料を総合
的に展示
○戸隠地質化石博物館：大地の生い立ちをテーマに化石や自然科学資料を
展示
○鬼無里ふるさと資料館：鬼無里の自然と生活を主題に屋台と和算等の資料
を展示
○信州新町美術館：信州新町地域にゆかりの美術作品を展示
○信州新町化石博物館：信州新町地域の化石を中心に、復元模型や骨格標
本を展示
○有島生馬記念館：有島生馬の油彩画、書、印章、書籍類などの作品や資料
を展示
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事業計画（令和４年11月１日～令和５年３月31日） 事業計画（令和４年４月１日～10月31日）

【信州新町美術館】
○特別展
「現代パステル協会選抜展―パステル画の今―」
「第37回信州書道秀作展」
「市立長野高校美術部の軌跡展パート2」
○企画展
「水上民平展～蝶と花の心響」

【信州新町化石博物館】
○企画展
「長野県の化石と鉱物―田中邦雄コレ
クション―」
　11月19日（土）～令和５年４月２日
（日）

【信州新町化石博物館】
○企画展
「信州新町周辺のクジラ化石」
　４月16日（土）～７月３日（日）
「中生代の信州」
　7月16日（土）～11月６日（日）

【信州新町化石博物館】
○企画展
「長野市周辺のクジラ化石」
「化石と鉱物」
「西澤コレクション」

３ プラネタリウム事業 〇通常投影
　12・１・２・３月の星座＋「星の一生」
○特別投影
　春休み期間の投影
○満天の星空タイム：学芸員による生
解説

○通常投影
　４・５・６月の星座＋「はじめてのブラッ
クホール」
　７・８月の星座＋「スペースコロニー）」
　９・10・11月の星座＋「冥王星の仲間
たち」
○特別投影:夏休み期間の投影
○満天の星空タイム：学芸員による生
解説

【令和３年度入館者数】
博物館本館　　　　　　　　　　　 19,954人
プラネタリウム　　　　　　　　　　　 4,571人
戸隠地質化石博物館　　　　  　 8,067人
鬼無里ふるさと資料館　　　　　  1,709人
信州新町美術館・化石博物館  8,803人
ちょっ蔵おいらい館　　　　　　　  3,606人

【信州新町美術館】
○特別展
「浦野吉人油彩画展」　　　７月16日（土）～11月６日（日）
「第38回信州書道秀作展」　　　８月４日（木）～９月４日（日）

令和４年度 事業計画
事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

21



事業計画（令和４年11月１日～令和５年３月31日） 事業計画（令和４年４月１日～10月31日）

４ 教室・講座事業 ・博物館本館は開館から満40年を迎えるが、この間の研究の進展を常設展
示に反映できない状況が続いており、展示のリニューアルが求められてい
る。

・合併により分館・付属施設が増加したが、施設の統廃合も視野に入れた再
編や活性化を地元と協議していく必要がある。

５ 博物館行事

６ 博学連携事業

７ 定期刊行物

８ 資料整理・
　 調査研究事業

９ 実習等受入

10 無料開放日

事　業　名
令和４年度 事業計画

令和３年度　実施状況（成果・課題等）

○小中学生無料　　毎週土曜日（こどもウェルカムデー）　5月5日(こどもの日）
○入館者全員無料　9月20日(敬老の日) 9月23日(秋分の日) 11月3日(文化の
日）

【長野市立博物館本館】
 ○こども体験の広場：毎週土曜日、長期休み期間中に実施
   木工あそび、博物館でお抹茶デビュー、さきおりコースターを作ろう他
 ○総合講座「ほんものゼミナール」
   各分野の研究成果を実物資料を用いて解りやすく解説
 ○手仕事の時間：大人を対象とした体験講座　わらの鍋敷き、アクセサリー作
り他
【戸隠地質化石博物館・信州新町化石博物館】
 ○自然観察教室：親子を対象に野外観察に関する教室を開催
 ○わくわく博物館教室：博物館資料を活用した子ども向け教室
 ○植物観察会：市内各地で植物観察会を実施
 ○地層観察会
 ○教員向け地層観察講習会

博物館まつり

○市内小中学校への移動展示・資料貸出しなど
○小学校の社会見学の受け入れ

○紀要、年報、博物館だより、収蔵資料目録等の刊行

○収蔵資料のデータベース化作業と閲覧システムの整備
○特別展・企画展関係の資料調査

○博物館実習、インターンシップ就業体験、中学生職場体験等の受入
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（　所属　人権・男女共同参画課　）

事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

（人権教育啓発担当）

１ 社会人権教育事業
(1) 人権教育推進団
体・部署への支援

長野市企業人権教育推進協議会を補助・育成し、企業における人権
教育の推進、指導者の育成を図った。
（5/21）企業人権教育推進協議会総会
（6/28）人権教育担当者研修
（9/7～10）一日研修講座
（2/2）企業経営者研修会
　コロナ禍の影響により、現地視察の予定が中止された。

(2) 地区人権教育指
導員活動支援

・住民自治協議会の必須事務として指導員を各地区住民自治協議会
に配置いただき、指導員の地域内の活動に対し、助言や情報の提供
等の支援を行った。
（5/26）人権教育指導員研修会他
（7/19）１・２年目人権教育指導員研修会
（11/12）第３回人権教育指導員研修会他
※コロナ禍の影響により予定回数５回のうち２回中止となった。

(3) 人権同和教育集
会所管理

　人権同和教育集会所（11ヵ所）の管理運営について、地域の役員
等で構成されている運営委員会へ委託した。コロナ禍等の影響によ
り、開催できていない人権同和教育集会所もあるが、人権同和問題
学習講座を開催した。
※上記以外、１か所の人権同和教育集会所については休館中

令和４年度 事業計画

・各地区住民自治協議会の人権教育・啓発担当部署との連携・協働を図
り、地域における人権教育を支援する。
・長野市企業人権教育推進協議会を補助・育成し、企業における人権教
育の推進、指導者の養成を図る。
（5/25）総会及び記念講演会（会場参加とオンラインを併用して開催）
（6/29）企業人権教育担当者研修会（会場参加とオンラインを併用して
開催）
（9/13～15）一日研修講座を予定（企業従業員を対象）
（R5/2/2）企業経営者研修会を予定

・住民自治協議会の必須事務として指導員を各住民自治協議会に配置い
ただき、指導員の地域内での活動に対し、助言や情報の提供等の支援を
行う。
（5/27）地区人権教育・啓発担当部署連絡会・第1回人権教育指導員研
修会及び第1回社会人権教育研修会
（7/4・5）人権教育指導員1年目2年目対象者研修会
（8/2）第2回人権教育指導員研修会
（12/17）第3回人権教育指導員研修及び第2回社会人権教育研修会
（R5/1/23）第4回人権教育指導員研修及び第3回社会人権教育研修会

　人権同和教育集会所（９ヵ所）の管理運営について、地域の役員等で
構成されている運営委員会へ委託する。人権同和問題学習講座を開催す
る。

※上記以外、３か所の人権同和教育集会所については休館中
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

２ 人権啓発事業

(1) 啓発指導事業 ・啓発ポスター・標語の募集と周知（ポスター製作・配布）応募件数：ポスター
236件、標語3,205件
・市報・テレビ・ラジオ・トイーゴビジョン・バス車内広告等による啓発
・「人権ながの」「みんなのねがい」等啓発資料の作成・配布
・啓発ビデオ・ＤＶＤの購入及び貸出し
・各種研修会へ指導主事を派遣し実践指導・助言（企業3回、地区6回）
・機関紙「人権教育啓発だより第24、25号」の発行

(2) 研修会・地区研修
会の開催

・地区研修会、住民集会の開催
　　開催回数　　161回
　　参加者数　4,508人

※新型コロナウイルス感染防止により地区研修会や住民集会を中止する地
区が多かった。

(3) 市民集会の開催  ・令和3年度実績
期日：令和3年12月18日（土）
場所：長野市勤労者女性会館しなのき
演題：「男らしさ、女らしさより　自分らしさが社会を変える　～LGBT・男性・
女性とは～」
講師：ブルボンヌさん（女装パフォーマー・ライター）
参加数：約130名
※長野市人権啓発ポスター・標語コンクール表彰式も実施

令和４年度 事業計画

・啓発ポスター・標語の募集と周知（ポスター製作・配布）
・市報・テレビ・ラジオ・トイーゴビジョン・バス車内広告等による啓発
・「人権ながの」「みんなのねがい」等啓発資料の作成・配布
・啓発ビデオ・ＤＶＤの購入及び貸出し
・各種研修会へ指導主事を派遣し実践指導・助言
・機関紙「人権教育啓発だより第26、27号」の発行予定

・32地区住民自治協議会の人権教育・啓発担当部署が主体となって地区毎に
研修会、地区市民集会を開催する。（必須事務）

※なお、新型コロナウイルス感染防止により、開催については各地区の判断に
委ねている。

第45回人権を尊重し合う市民のつどい（予定）

期日：令和4年12月17日（土）
場所：長野市勤労者女性会館しなのき
演題：「性別は男女だけではない！～これからのＬＧＢＴ～」（予定）」
講師：三ツ矢雄二さん（声優・マルチクリエイター）
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（　所属　文化芸術課　）

事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

１ 芸術文化振興基金
   活用事業 ○長野市風景画展

　出品者　265人　入場者数　2,955人

○長野市文化芸術祭
　入場者数　1,557人

○北信美術展　コロナのため中止

○長野市民演劇祭
　中学校ワークショップ
                   参加５校　73人
　高校・一般の部　コロナのため中止

○芸術文化振興基金助成事業
　11団体　1,724千円

２ 文化施設管理運営 長野市芸術館　利用者計110,659人
東部文化ホール　　〃   16,769人
松代文化ホール　　〃   11,166人

令和４年度 事業計画

芸術文化振興基金を活用し、文化芸術事業の振興を図る。

・主催事業
○長野市風景画展
　令和５年１月21日(土)～31日(火)

・共催事業
○長野市文化芸術祭　５月21日(土)、22日(日)　入場者数1,341人
○北信美術展　６月23日(木)～27日(月)
○長野市民演劇祭
　　中学公演　９月10日(土)、11日(日)
　　高校の部　２月４日(土)、５日(日)
　　一般の部　３月４日(土)、５日(日)

・助成事業
○芸術文化振興基金助成事業
　令和４年度 内定32団体、2,979千円

長野市芸術館
東部文化ホール
松代文化ホール
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（　所属　スポーツ課　）

事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

１ 生涯スポーツの
　振興

(1）生涯スポーツの推進
ア スポーツ教室の開催
　総合型地域スポーツクラブ及び指定管理者と連携し、健康の保持
増進と体力の向上を図るため各種スポーツ教室を開催した。
  ・NAGANO健康スポーツ教室
    （29会場、48コース）参加者1,032名
  ・その他教室（主催12教室、共催5教室）参加者361名

イ スポーツイベントの開催
　市民にスポーツ・レクリェーションに親しむ機会を提供した。
  ・第48回NAGANOスポーツフェスティバル
  ・信州松代ロゲイニング（中止）

ウ スポーツに関する情報提供
　市のホームページ｢DO!SPORTSながの｣において、市内で活動するス
ポーツクラブ等の紹介や募集案内のほか、スポーツ指導者の案内等
を掲載した。

エ スポーツ施設等の無料開放
　スポーツ施設等の一部を無料開放し、市民にスポーツに親しむ機
会を提供することで、スポーツ活動等の啓発を実施した。
  ・元日（１月１日）
  ・市民スポーツの日（毎月第３日曜日）
  ・長野オリンピック記念平和とスポーツの日（２月６日）
  ・スポーツの日（７月23日）
  ・エムウェーブ無料開放
　  （スケート滑走期間中の１日）

(1)スポーツ人口の拡大
ア 多様なスポーツイベントの開催
　・第49回NAGANOスポーツフェスティバル、第５回パラ★スポーツデー
　・オリンピックデーラン、第４回松代ロゲイニング等

イ スポーツ施設の無料開放
　・スポーツ施設の無料開放
　・冬季スポーツに親しむ機会の創出

ウ スポーツ教室の開催
　・NAGANO健康スポーツ教室・ママピラティス教室ほか　65教室
　・大人のサッカー「パルサカ」ｉｎ長野市　10回
　（参加予定人員）1,400名
　
エ スポーツに関する情報提供の充実
　・市ホームページのスポーツコーナーの充実

令和４年度 事業計画
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事　業　名 令和３年度　実施状況（成果・課題等）

(2)地域における自主的なスポーツ活動の促進
ア　市スポーツ推進委員協議会主催の研修会を計画

イ　総合型地域スポーツクラブと次のとおり連携事業を実施した。
  ・長野市総合型地域スポーツクラブ連絡会　２回
  ・NAGANO健康スポーツ教室　全48コースのうち31コース
  ・第48回NAGANOスポーツフェスティバルの企画・運営

(3)障害者のスポーツ参加の機会拡大
 ・第52回長野市障害者スポーツ大会を計画（中止）
 ・第48回NAGANOスポーツフェスティバルにおいて障害者スポーツ体
験会等を実施
 ・第５回NAGANOパラ★スポーツデーを実施（延期）
 ・ニュースポーツ等の体験会、講習会の開催
 ・第17回長野車いすマラソン大会を支援（大会は中止）

令和４年度 事業計画

(2)地域における自主的なスポーツ活動の促進
ア 総合型地域スポーツクラブとの連携の推進
　・役割分担による安定したスポーツ教室の開催

イ スポーツ推進委員によるスポーツ活動の促進
　・スポーツ推進委員に対する研修会の開催
　

(3)スポーツを通じた共生社会の実現
 ア 障害者のスポーツ参加の機会拡大
　・関係機関との連携
　・障害者スポーツの普及・振興
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